
















ニ ュ ー ス
0 10月8日 名古屋において､基研長期研究計画 ｢criもicalphenoIコe-
na｣の一部として計画されてい る ｢超電導超流動のdymmics｣の準備会が
繭かれた｡ 11月7 , 8∴ 9日の3日間開かれ 畠予定｡
o 西 川 恭治 (東大教養) 9月より基研滞在研究員 となる
朝 日 孝 (北 大).Molecdle塾研究員 として基研に滞在
横田万里夫 (京 大) 10月 1日付で大阪市大工学部応用物理教室助教
授に転任され 串 o
小出昭一郎 (東 大 教)スイスより帰国
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70 21 に娼係す る各種 に醜係ある各種との娼連Jも問題にな_る.
編■集後記
○ い よい よ冬将軍がやってきましたO外界の程 よい Stressに研究の方 も急
ピッチに進行中 と思いますO
毎月一回開かれ る編集会議でいつ も話題に_なるのは物理学の明 日 (あえて
将来 とは申 しません) をにな うべ き若手の投稿が少ないことです o
｢物性論研究｣が創刊された当時は､今第-線で活躍 されている先生方が中
心だっ たとか ｡ 今 日の若者 よ !多いに ファイ トを燃や L,｢物性研究｣を乗取
ろ うではあ りませんかo
o 誇義 ノニ ト｢分子生物学｣の正誤表をお とどけします｡校正 を担当して､い
る一人 として全 く冷汗 ものの一覧ですo
o ｢物 性研究所 アンケー ト｣の正誤表は原稿の正誤表ですo急の為O
物 性 研 究
第 3巻 第 2号
1964,年11月20日発行 (定価300円)
発 行 人 碓 井 恒 丸
印 刷 者
発 行 所
倉 本 作 雄
京都市左京区岡崎徳成町11
物 性 研 究 刊 行 会
電話(ヮワ)8111 内線 983
振 替 京 都 5312
京都市 左京区 北白川追分町
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